
a) 昭和51 年5月1 日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 No.161 号 

町 の 人 口 

(51年3月末日現在） 

男 4, 424人 

女 4, 860人 

総人口 9, 284人 

世帯数 2, 858世帯 

町 民 体 育 祭ー…ー…ー～ー～ーJー 

町民あげての体育祭はつぎのとおりです。 

記 

1．日 時 昭和51年5月16 日 （日曜日） 午前8時30分 

2，場 所 赤池町民グラ ウ ン ド 

住民の皆様の参加を願うク 尚、雨天の場合は順延いたします。 

ー、、 



福
智
神
社
野
稽
古
及
び
競
技
会
 

~(3 ) 2) 

前
日
の
雨
が
ま
る
で
う
そ
の
よ
う
に
 

晴
れ
あ
が
っ
た
、
陽
春
の
四
月
四
日
福
 

智
神
社
に
お
い
て
、
新
年
度
に
お
け
る
 

少
年
剣
士
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
、
恒
 

例
の
安
全
祈
願
と
奉
納
野
稽
古
及
び
競
 

技
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
 

折
か
ら
境
内
の
桜
も
五
分
咲
き
の
暖
 

か
い
日
差
し
で
．
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
作
り
 

も
絶
好
の
日
和
で
し
た
。
 

午
前
九
時
神
社
参
拝
、
王
串
奉
典
後
 

か い あ
 

報
 

広
 

け か
 

あ
 

報
 

広
 

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
交
通
事
故
 

を
防
止
し
ま
し
よ
う
ノ
・
 

五
月
は
ゴ
ー
ル
プ
y
か
イ
ー
ク
を
中
 

心
に
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
行
楽
な
ど
が
活
 

発
に
な
り
、
行
楽
地
で
は
、
車
輔
む
を
 

が
幅
婆
す
る
．
』
、
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
 

し
過
ぎ
、
酒
酔
い
、
過
労
（
居
眠
り
）
 

わ
き
見
運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
も
 

多
発
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

一 

・
 

」
 

運
転
者
は
，
歩
行
者
な
ど
に
対
し
て
 

な
お
一
層
の
豊
意
を
払
い
交
通
事
葡
 

止
に
つ
と
め
ま
し
よ
‘
つ
。
 

《
運
転
者
に
対
じ
て
》
 

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
利
用
し
た
ド
ラ
イ
 

ブ
は
、
ゆ
と
り
あ
る
計
画
を
立
て
、
ス
『
 

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追
い
越
 

し
な
ど
無
謀
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
し
 

て
く
だ
さ
い
．
 

小
、
中
学
生
に
よ
る
日
本
剣
道
形
及
び
 

合
同
掛
り
稽
古
は
気
合
、
実
技
共
申
し
 

分
の
な
い
出
来
で
し
た
。
 

演
武
後
、
父
兄
対
少
年
部
員
と
の
対
 

抗
試
合
は
当
日
の
圧
巻
で
お
も
し
ろ
い
 

企
画
で
し
た
。
 

勿
論
、
父
兄
の
な
か
に
は
、
防
具
を
 

初
め
て
着
け
た
方
も
あ
り
．
又
、
学
生
 

時
代
か
ら
十
五
年
あ
る
い
は
二
十
年
振
 

り
の
昔
の
杵
柄
組
あ
り
で
、
一
双
方
一
生
 

懸
命
で
‘
審
判
と
し
て
も
判
定
に
は
、
 

相
当
苦
し
ん
だ
事
と
思
い
ま
す
。
 

公
平
に
見
て
技
は
、
総
じ
て
少
年
部
 

に
分
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
 

し
た
。
汗
を
流
し
た
後
の
軽
い
疲
労
と
 

空
腹
に
の
ど
を
通
る
お
茶
の
お
い
し
さ
 

と
昼
食
の
お
に
ぎ
り
に
舌
づ
つ
み
を
し
 

な
が
ら
、
試
合
の
批
評
等
で
親
子
共
通
 

の
話
題
で
楽
し
い
休
憩
の
一
刻
で
し
 

た。 午
後
か
ら
は
、
父
兄
対
少
年
部
対
抗
 

の
競
技
会
を
行
い
、
百
足
競
走
、
瓶
釣
 

リ
レ
ー
、
障
害
物
競
走
等
と
爆
笑
の
 

内
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
し
，
当
日
の
 

目
標
の
ー
つ
で
あ
り
ま
し
た
、
親
子
対
 

話
の
場
と
し
て
の
目
的
を
充
分
は
た
す
 

こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
 

お
そ
ら
く
各
家
庭
で
の
タ
食
の
卓
を
 

囲
み
、
楽
し
い
話
題
に
花
か
咲
い
た
こ
 

と
で
し
よ
う
。
 

父
兄
の
皆
様
ど
苦
労
様
で
し
た
．
 

な
お
、
市
場
小
学
校
の
中
島
利
昭
先
 

生
に
は
、
剣
道
部
に
対
し
過
分
な
る
ご
 

芳
志
を
賜
わ
り
失
礼
な
が
ら
．
本
紙
上
 

を
拝
借
の
上
、
 
】
同
心
か
ら
厚
く
お
礼
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

水
道
拡
張
工
事
完
了
す
る
／
 

昭
和
四
十
九
年
度
、
五
十
年
度
の
ー
ー
 

ケ
年
計
画
で
工
事
が
施
工
さ
れ
「
総
工
 

費
二
億
六
千
六
百
万
円
う
ち
起
債
（
国
 

か
ら
お
金
を
借
り
る
こ
と
。
）
二
億
五
 

千
五
百
五
十
万
円
と
一
般
財
源
（
町
の
 

お
金
の
こ
と
）
一
千
五
十
万
円
で
す
。
 

既
施
設
で
は
、
 
一
人
一
日
最
大
ー
ー
ハ
 

六
リ
ッ
ト
ル
で
し
た
が
、
生
活
水
準
の
 

急
上
昇
に
伴
う
一
人
一
日
当
り
の
需
要
 

水
量
の
増
加
に
よ
り
、
現
在
の
施
設
で
 

Al
マ
 

か
 

も
ク
 

四
輪
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
シ
ー
 

ト
ベ
ル
ト
を
．
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
よ
う
。
 

ド
ラ
千
ブ
出
発
前
に
は
必
ず
車
の
点
 

検
を
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
長
距
雌
運
 

／
転
で
は
、
叫
、
お
む
ね
ニ
時
間
毎
に
 10 

オ
 

. 15 
分
間
の
休
息
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
一
 

よ
う
。
 

／
・
 

一 

交
通
が
渋
滞
し
て
い
る
と
き
は
、
車
一
 

輔
の
間
か
ら
飛
び
出
す
人
が
い
る
こ
と
 

を
予
測
し
て
安
全
運
転
を
す
る
よ
う
心
 

が
け
ま
し
よ
う
。
 

I 

、
‘
 

踏
切
で
は
、
必
ず
止
ま
づ
ー
て
自
分
ガ
 

目
と
耳
で
安
全
を
確
か
め
て
通
る
よ
う
 

に
し
ま
し
よ
う
。
 

入
歩
行
者
に
対
し
て
》
 

ー
？
！
道
路
に
飛
び
出
し
た
り
、
渋
滞
す
る
 

車
の
間
か
ら
い
き
な
り
横
断
し
な
い
よ
 

う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

踏
切
を
渡
る
と
き
は
、
‘
自
分
の
目
と
 

耳
で
安
全
を
確
認
し
て
渡
る
ま
う
に
し
 

ま
じ
よ
う
．
?
 

《
家
庭
に
対
し
て
》
 

／
 

母
親
な
ど
が
子
ど
も
と
い
つ
し
よ
に
 

歩
く
と
き
は
必
ず
子
ど
も
を
道
路
の
要
 

全
な
側
に
位
置
さ
せ
て
歩
く
よ
う
に
じ
 

ま
し
よ
う
．
 

子
ど
も
に
は
、
道
路
で
ロ
ー
ラ
ス
元
 

ー
や
ロ
ー
ー
フ
ス
ケ
r

ト
に
よ
る
路
土
遊
 

戯
を
さ
せ
な
い
・
よ
、
っ
に
し
ま
し
よ
う
。
 

車
の
運
転
を
す
る
人
に
は
酒
ば
絶
対
 

の
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

交
通
事
故
は
運
転
者
で
な
く
歩
行
者
 

に
も
貴
任
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

お
互
い
に
注
意
し
あ
つ
て
交
通
事
故
撲
 

滅
に
御
協
力
し
て
下
さ
い
。
 

戸
籍
の
手
数
料
が
 

改
正
さ
れ
る
ノ
・
 

昭
和
五
十
一
年
五
月
一
日
よ
り
、
戸
 

籍
手
数
料
令
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
 

戸
籍
の
謄
、
【
抄
本
、
除
籍
の
手
数
料
 

は
枚
数
に
関
係
な
く
一
通
に
つ
き
二
百
 

円
（
除
籍
三
百
円
）
に
な
り
ま
し
た
。
 

改
訂
さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な
も
の
 

は
、
後
記
の
と
お
り
で
す
。
 

戸
籍
の
謄
、
抄
本
等
を
郵
便
で
請
求
 

さ
れ
る
と
き
は
、
心
ず
現
金
書
留
か
郵
 

便
局
の
定
額
小
為
替
で
手
数
料
を
納
め
 

て
下
さ
い
。
 

特
に
、
定
額
小
為
替
は
百
円
単
位
の
 

送
金
に
便
利
で
千
円
以
下
の
送
金
の
場
 

合
料
金
は
、
わ
ず
か
十
円
で
す
か
ら
、
 

手
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。
 

な
お
郵
便
切
手
で
手
数
料
を
納
め
る
 

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
 

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 記

 

【一‘・ 

戸
籍
の
騰
、
抄
本
 

一
通
 

弐
百
円
 

除
籍
の
謄
、
抄
本
 

一
通
 

参
百
円
 

戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
 

証
明
二
 

一件！ 

百
円
 

除
籍
の
記
載
事
項
証
明
 

証
明
 

一 
一
件
 

弐
百
円
 

受
理
証
明
書
 

‘
一
通
 

百
円
 

上
質
紙
使
用
の
婚
姻
届
等
の
受
理
・
 

証
明
書
」
 

一
通
 

八
百
円
 

戸
籍
簿
の
閲
覧
 
・ 

一
戸
籍
 

百
円
 

除
籍
簿
の
閲
覧
‘
 

一
戸
籍
 
弐
百
円
 

届
書
類
の
閲
覧
 
書
類
一
件
 
，
百
円
 

は
そ
の
需
要
を
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
断
 

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
が
、
発
生
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
高
 

地
区
に
お
い
て
夏
期
時
に
お
け
る
完
全
 

給
水
は
、
全
く
不
可
能
と
な
る
恐
れ
が
 

あ
り
、
給
水
量
の
増
加
、
施
設
の
拡
充
 

を
は
か
り
、
給
水
人
ロ
は
現
在
六
千
六
 

百
人
で
す
が
、
将
来
計
画
に
お
け
る
給
 

水
区
域
内
の
人
口
は
増
加
す
る
も
の
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

住
宅
団
地
、
工
場
団
地
の
誘
致
建
設
 

も
現
在
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
 

れ
に
見
合
う
べ
き
水
道
施
設
と
し
て
今
 

り
J
 

ー
 

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ
 

回
既
施
設
の
拡
充
に
よ
り
、
計
画
給
水
 

人
ロ
を
八
千
人
一
日
最
大
給
水
量
三
千
 

百
ニ
＋
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
氷
源
取
 

水
施
設
、
浄
化
施
設
の
拡
充
を
図
る
べ
 

き
工
事
が
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
人
一
日
最
大
給
水
量
は
三
百
九
十
 

リ
ッ
ト
ル
と
な
り
、
高
区
配
水
施
設
を
 

設
け
、
夏
期
時
に
ー
お
け
る
断
水
の
恐
れ
 

は
な
く
な
り
ま
む
た
。
 

ーン 

住
民
の
皆
さ
ん
・
の
御
協
力
に
よ
り
工
 

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
 

上
げ
ま
す
．
 

」 

昭
和
 49 

年
9

月
 23 

日
以
前
に
お
預
け
 

に
な
つ
た
 

「
定
額
貯
金
証
書
」
を
 

お
持
ち
の
方
へ
 

郵
便
局
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
 49 

年
 

9
月
 23 

日
以
前
に
お
預
け
に
な
つ
た
 

「
定
額
預
金
」
を
今
後
と
も
引
き
続
き
 

お
預
け
に
な
る
方
に
、
利
息
が
有
利
に
 

な
る
手
続
き
の
取
り
扱
い
を
し
ま
す
。
 

こ
の
取
り
扱
い
は
昭
和
 52 

年
1
月
 13 

日
ま
で
で
す
の
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
 

い
方
は
、
お
手
も
と
の
貯
金
証
書
の
日
 

付
を
お
確
か
め
の
上
郵
便
局
に
お
持
ち
 

下
さ
い
。
 

く
わ
し
く
は
郵
便
局
窓
口
に
て
お
た
 

ず
ね
下
さ
い
。
 

赤
池
郵
便
局
長
 

あ
 
て
 
名
 

住

所

は

正

し

く

 

郵
便
物
の
あ
て
名
・
住
所
，
字
・
丁
 

目
・
番
地
・
組
ま
で
正
し
く
書
い
て
い
 

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

O
〇
マ
ン
ツ
ョ
ン
・
O
〇
荘
・
〇
O
 

様
方
と
い
う
肩
書
き
も
、
ま
た
大
切
な
 

住
所
で
す
。
 

特
に
同
じ
つ
く
り
の
棟
が
立
ち
な
ら
 

ぶ
団
地
の
場
合
、
棟
番
号
、
室
番
号
を
 

必
ず
ご
記
人
下
さ
い
。
 

あ
て
名
が
不
明
で
迷
子
郵
便
に
な
る
 

郵
便
物
は
全
国
で
一
日
に
な
ん
と
三
＋
 

二
万
通
に
も
の
ぼ
っ
・
て
い
ま
す
。
 

一

 

郵
便
番
号
も
お
忘
れ
な
く
 

青少年に愛の手を 

―第3 水曜日は少年を守る日ー 

〇 明る・い家庭のふん囲気をつくりましようh 

〇 少年を正しくしつけ、放任と過保護はつつしみましよう。 

〇 少年が家出した時は、すぐ警察に届けましよう。 

〇 少年の非行や危ない遊びを見かけたときは、愛の声をかけましよう。 

〇 非行を誘発するエログロ映画、ポスター、雑誌などを地域ぐるみで追 

放しましよう。 

J
 

‘の 



-(5) (4)-い け か
 

あ
 

報
 

広
 

．

一

 

、
 

・

、

 

、
 

力
 

あ
 

報
 

広
 

赤
池
町
上
水
道
事
業
決
算
報
告
 

お
 

・L 
」
不
・
 

デ
昭
租
四
十
加
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
の
決
纂
が
決
定
さ
ね
ま
し
た
の
 

で
お
・
知
ら
せ
喝
ま
す
。
昌
雄
 

・・・ 

昭
和
四
十
九
年
度
で
は
、
％
 
現
在
供
給
 

単
価
四
十
円
で
あ
る
も
の
が
九
十
九
円
 

と
な
り
、
遥
か
に
供
給
単
価
を
上
ま
わ
 

っ
て
お
り
、
経
費
の
節
減
を
従
来
よ
り
 

な
お
」
層
き
び
し
く
や
つ
て
来
ま
し
た
 

が
、
諸
物
価
等
の
値
上
が
り
で
、
赤
字
 

も
潜
積
さ
れ
、
ニ
経
営
が
ひ
っ
迫
し
、
水
 

道
料
金
数
正
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
状
態
 

に
な
っ
に
来
ま
し
た
。
 

」一」・」 

他
市
町
村
を
参
考
に
改
正
率
の
検
討
 

を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
給
水
量
 

も
年
ご
と
に
増
加
し
て
来
て
い
ま
す
の
 

で
、
昭
和
四
十
九
年
度
、
五
十
年
慶
の
 

、
 

一
 

． 

ニ
ケ
年
計
画
で
施
設
の
拡
充
を
し
ま
し
 

た
？
二
・
て
れ
に
よ
り
水
不
足
も
解
消
出
来
 

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
尚
、
全
国
的
 

な
赤
い
水
、
黒
い
水
対
策
に
つ
い
て
は
 

今
後
の
課
題
と
し
て
充
分
検
討
し
て
い
 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

住
民
の
皆
様
の
＋
分
な
る
御
理
解
と
 

御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
水
 

道
課
職
員
も
赤
字
解
消
に
努
力
し
て
い
 

」 

‘ 

' 

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
 

す。 
危

険

物

取

扱

者

試

験

 

準

備

講

習

会

の

お

知

ら

せ

 

一 

講
習
日
時
 

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
＋
三
日
 

（日〕 

九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
 

二
 
講
習
場
所
 

一
、
金
一
封
 
加
藤
修
三
殿
 

亡
義
母
 
中
村
ト
シ
殿
 

（
六
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
内
出
ト
シ
ェ
殿
 

亡
夫
波
夫
殿
 

（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
藤
岡
登
殿
 

亡
母
モ
モ
ョ
殿
―
 

（
十
八
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
竹
中
久
子
殿
 

亡
夫
寿
殿
 

（
二
十
支
所
）
 

一
、
金
「
封
 
山
根
チ
ェ
コ
殿
 

亡
夫
利
雄
殿
 

（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
宮
崎
年
春
殿
 

亡
父
春
吉
殿
 

（
十
五
支
所
）
 

】
、
金
一
封
 
藤
村
憲
明
殿
 

亡
父
高
次
郎
殿
 

（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
長
谷
川
秀
利
殿
 

亡
母
ス
ェ
殿
 

（
七
支
所
）
 

一
、
金
一
獣
 
平
川
貞
夫
殿
 

亡
父
才
次
郎
殿
 

（
十
五
支
所
）
 

一
、
金
」
封
 
池
田
敏
美
殿
 

亡
母
フ
ョ
殿
 

（
九
支
所
）
.
 

一
、
金
一
封
 
蔭
久
邦
満
殿
 

亡
父
福
市
殿
 

（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
戸
次
忠
生
殿
 

亡
母
ス
ナ
殿
 

（
二
十
支
所
）
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
社
 

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

尚
、
民
生
課
長
松
尾
重
男
殿
よ
り
快
 

気
祝
い
の
返
礼
と
し
て
、
金
一
封
の
寄
 

付
が
あ
り
ま
し
た
の
で
併
せ
て
厚
く
お
 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

町
立
老
人
ホ
ー
ム
 

天

郷

荘

に

対

す

る

 

金

品

寄

贈

者

氏

名

 

（
昭
和
五
十
年
度
分
）
 

50 

・
4

・ 30 

金
一
封
 

赤
池
町
石
松
 
高
田
利
明
 

50 

・
5

・ 14 

ケ
 11 

キ
 

直
方
市
新
町
 

中
野
幸
次
 

」W

'
6

・
2
 

黄
挑
缶
詰
 

横
浜
市
鶴
見
 

岡
本
小
三
郎
 

50 

・
7

・ 10 

清
酒
及
び
西
瓜
 

赤
池
町
西
組
 

池
田
澄
子
 

50 

・
7

・ 14 

金
一
封
 

金
田
町
本
町
 

木
村
外
次
郎
 

50 

・
7

・ 19 

サ
イ
ダ
ー
 

赤
池
町
上
野
 

池
尻
義
治
 

〇
 50 

・
7

・ 24 

金
一
封
 

小
倉
区
横
代
 

生
水
恭
子
 

50 

・
 

8
 
ー
 
椅
子
型
電
気
ア
ン
マ
器
 

赤
池
町
赤
池
団
地
 

関
清
見
 

50 

・
8

・
ー
 

ビ
ー
ル
 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 

赤
池
町
東
町
 

川
広
か
な
え
 

50 

・
？
・
 
10 

タ
バ
コ
二
百
三
十
個
 

専
売
公
社
田
川
営
業
所
 

50 

・
9

・ 10 

缶
ジ
ユ
1
ス・ 

」 

‘
田
川
市
タ
バ
コ
協
同
組
合
婦
人
部
 

50 

・
9

・ 12 

菓
子
及
び
果
物
 

赤
池
保
育
園
父
母
の
会
 

50 

・
9

・ 13 

金
一
封
及
び
菓
子
 

赤
池
町
赤
池
 

内
田
栄
 

50 

・ 10 

・ 15 

金
一
封
 

赤
池
町
赤
池
 

亀
井
普
作
 

50 

・ 10 

・ 
20 

金
一
封
 

方
城
町
 

木
戸
昭
一
一
 

50 

・ 10 

・ 20 

金
一
封
 

赤
池
町
赤
池
 

世
良
暗
一
郎
 

50 

・
和
・
 
20 

ヤ
ク
ル
ト
及
ジ
ュ
ー
ス
 

赤
池
町
上
野
 

池
田
福
勇
 

50 

・ 10 

・ 20 

タ
オ
ル
 

赤
池
町
赤
池
 

内
田
栄
 

50 

・ 10 

・ 20 

金
一
封
 

赤
池
町
赤
池
 

堺
米
殻
店
 

50 

・ 10 

・ 20 

菓
子
、
缶
ジ
ユ
ー
ス
 

赤
池
町
上
野
 

藤
村
彦
九
郎
 

〇
 50 

・ 10 

・ 24 

鮮
魚
及
び
鶏
肉
 

赤
池
町
上
野
 

小
松
文
夫
 

〇
 50 

・ 11 

・
3
 

金
一
封
 

鞍
手
郡
鞍
手
町
 

清
水
守
夫
 

門
司
護
 

〇
 50 

・ 11 

・
3
 

金
一
封
 

飯
塚
市
伊
岐
須
 

」
上
田
武
雄
‘
 

〇
 50 

・ 11 

・
3
 

金
一
封
 

飯
塚
市
伊
岐
須
一
・
上
田
雅
史
 

〇
 50 

・ 11 

・
田
 

金
一
封
 

赤
池
町
上
野
 

藤
村
昭
和
 

50 

・ 11 

・ 14 

金
一
封
」
 

添
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
長
生
連
合
会
 

50 

・ 11 

・ 15 

金
一
封
 

福
岡
市
 

井
上
午
勝
 

50 

・ 11 

・ 20 

電
球
（
百
二
十
個
）
 

九
州
電
力
株
式
会
社
田
川
営
業
所
 

50 

・
H

・
刀
 

金
一
封
 

下
田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

50 

・ 11 

・ 29 

ケ
ー
キ
 

赤
池
町
上
野
 

大
村
俊
 

50 

・ 12 

・
ー
 

菓
子
 

宗
像
郡
東
郷
町
 

東
郷
教
会
 

50 

・ 12 

・
7
 

餅
 
16 

キ
ロ
 

金
田
町
役
場
職
員
労
働
組
合
青
年
部
 

50 

・ 12 

・
9
 

菓
子
及
び
果
物
 

上
野
保
育
園
母
の
会
 

）
一
 

加
・
 
12 

・ 21 

餅
 
9
キ
ロ
 

庄
内
町
役
場
職
員
労
働
組
合
 

田
川
市
東
区
松
原
一
区
 

田
川
医
師
会
準
看
護
学
校
 

三
 
受
付
期
間
 

・ 

に
 昭

和
五
f

一
年
五
月
十
】
『
「
か
ら
 

五
月
十
七
日
ま
で
 

四
 
講
習
手
続
場
所
 

1
 
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

2
 
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
 

五
 
講
習
手
続
料
 

田
川
地
区
防
災
協
会
 

の
 
会
 
員
 

八
百
円
 

、
同
 

非
会
員
 

壱
汗
円
一
 

狙
し
、
テ
キ
ス
ト
代
は
含
ま
な
い
。
 

六
 
携
行
品
 

昼
食
、
・
筆
記
具
、
テ
キ
ス
ト
 

七
 
受
験
、
受
講
手
続
に
つ
い
て
 

受
験
願
書
、
受
講
申
込
書
の
受
付
は
 

五
月
十
日
か
ら
五
月
十
廿
印
書
で
 

右
記
受
講
手
続
署
所
で
行
な
い
ま
 

す。 
地

籍

調

査

事

業

の

 

延

期

に

つ

い

て

 

本
町
で
は
昭
和
五
1
年
度
よ
り
国
土
 

調
査
法
に
基
く
地
籍
調
査
を
草
場
及
び
 

jJJ 

J
 

P

ノ
 

〕

 

）
 

50 

・ 12 

22 

金
一
封
及
び
果
物
 

赤
池
中
学
校
職
員
生
徒
会
一
同
 

50 

・ 12 

・ 24 

果
物
 

赤
池
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

50 

・ 12 

・ 24 

金
一
封
・
 

赤
池
町
婦
人
会
 

50 

・ 12 

・ 25 

タ
バ
コ
 
（一1
「
八
〇
個
）
 

専
売
公
社
田
川
営
業
所
％
・
 

50 

・ 12 

・ 27 

金
一
封
，
 

赤
池
暁
町
婦
人
部
一
同
 

50 

．・
 

12 
・ 27 

金
一
封
 

赤
池
町
貴
船
 

緒
方
邦
彦
 

50 

・ 12 

29 

菓
子
及
び
果
物
 

赤
池
町
猿
田
子
供
会
 

O
 51 

・
2

・
2
 

金
一
封
及
び
清
酒
菓
 

子
及
び
果
物
 

遠
賀
郡
水
巻
町
 

戸
屋
順
一
 

51 

・
3

● 16 

果
物
及
び
タ
オ
ル
 

ノ
中
間
市
中
間
老
人
会
 

注
 
〇
印
は
入
荘
者
逝
去
の
際
に
香
 

典
返
し
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
 

で
す
。
 

な
お
、
高
田
利
明
氏
は
昨
年
来
よ
り
 

三
回
（
二
回
分
は
既
報
）
匿
名
で
寄
贈
 

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
方
で
調
べ
た
結
果
 

判
明
し
た
も
の
で
す
。
 

又
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
一
日
 

篤
志
な
方
よ
り
、
便
り
と
一
緒
に
一
金
 

五
万
円
の
送
金
が
あ
り
、
方
々
手
を
つ
 

く
し
て
、
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
身
許
Y
 

が
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
ま
す
9
 

― 

二 

心
当
り
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
老
人
 

ホ
ー
ム
天
郷
荘
に
御
一
報
い
た
だ
け
れ
 

ば
幸
甚
で
す
。
 

市
津
地
区
の
一
部
か
ら
実
施
し
て
き
ま
 

し
た
が
「
地
元
関
係
者
の
多
大
な
御
協
 

力
を
得
て
「
筆
地
調
査
を
完
了
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
し
た
．
 

尚
、
昭
和
五
十
一
年
度
事
業
と
し
て
 

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
市
津
地
区
に
う
 

い
て
は
地
方
財
政
の
危
機
に
よ
り
当
町
 

も
ど
れ
に
洩
れ
ず
町
財
政
が
非
常
に
困
 

窮
し
た
た
め
止
む
草
く
こ
の
調
査
を
一
 

時
延
期
し
調
査
完
了
地
区
の
登
記
事
務
 

を
本
年
度
事
業
と
し
プ
実
施
し
て
い
く
 

こ
ど
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
 

ます一「 
又
、
事
業
の
再
開
に
当
つ
て
は
是
非
 

と
も
皆
様
の
御
協
力
が
必
要
で
あ
り
又
 

皆
様
の
御
協
力
と
御
理
解
を
頂
き
ま
し
 

て
こ
の
調
査
の
推
進
を
し
て
い
か
ね
ば
 

な
り
ま
せ
ん
の
で
所
有
地
に
お
け
る
境
 

界
や
隣
接
地
の
方
と
立
会
し
た
上
で
、
 

再
確
認
を
し
て
問
題
を
生
じ
な
い
よ
う
 

に
し
て
行
き
地
元
民
の
皆
様
の
御
理
解
 

と
御
協
刀
を
切
に
お
願
い
す
る
と
と
も
 

に
今
後
の
地
籍
調
査
を
円
滑
に
し
て
い
 

ぐ
ば
も
A
土
地
所
有
者
の
協
力
を
い
た
 

だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
是
非
と
も
 

御
協
力
方
を
お
顧
い
し
ま
す
、
 
一 

一
 一 

〈
粉
一
』
j
よ
引
h
 

係
で
は
 

り
に
努
力
 

す。 

I
●

、

，

、

、

、

、

、

 

文

書

広

報

係

よ

り

 

住
民
の
皆
様
か
ら
の
原
稿
投
 

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

係
で
は
、
よ
り
よ
い
広
報
作
 

り
に
努
力
し
た
い
と
思
い
・
ま
 

》
 

昭

和

五

＋

年

度

 

老

人

ホ

ー

ム

天

郷

壮

 

演

芸

慰

問

団

体

芳

名

 

50 

・
7

・ 14 

・ 

， 

・
J

】 

糸
田
町
大
坪
美
津
子
舞
踊
団
 

50 
・

 

9

・

 

12 

、
 

・ 

「
 

赤
池
保
育
園
園
児
 

・・J 

50 
・

 

12 
・

 

7
 

田
川
市
瞳
礼
次
郎
と
佐
久
間
美
樹
劇
 

団
 

・ 

―
・
 

50 

・ 12 

・
9
 

・
上
野
保
育
園
園
児
 

50 

・ 12 

・ 22 

・ 

・
赤
池
中
学
校
生
徒
有
志
 

51 
・

 

2

・

 

26 
一

 

市
場
保
育
園
園
児
 

51 

・
3

・
6
ご 

東
京
都
東
海
大
学
落
語
研
究
部
 

15 

・
3

・8 

東
京
都
明
治
大
学
落
語
研
究
部
 

精
神
修
養
、
体
力
増
強
 

1
 
練
習
日
 

毎
週
 
月
、
火
、
木
 

午
後
7
時
1
9
時
ま
で
 

2
 
場
所
 

赤
池
町
上
野
小
学
校
体
育
館
 

3
 
連
絡
先
 
赤
池
町
公
民
館
 

電
話
赤
池
四
一
〇
O
 



(6）一ー― か い け あ
 

報
 

広
 

第
十
回
桜
花
少
年
 

剣
道
大
会
出
場
（
観
戦
記
）
 

上
村
常
夫
 

雨
模
様
の
四
月
十
」
日
（
日
）
北
九
 

州
市
小
倉
剣
道
連
盟
主
催
の
大
会
が
小
 

』

 

倉
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
当
少
年
部
か
ら
が
、
中
学
生
ニ
チ
 

ー
ム
 
（
十
四
名
）
越
出
場
い
た
し
ま
し
 

た
。
福
岡
県
下
各
地
区
は
勿
論
、
大
分
 

県
か
ら
も
参
加
し
、
「
小
学
生
チ
1
ム
六
 

十
チ
ー
ム
、
中
学
生
チ
ー
ム
五
十
五
チ
 

ー
ム
の
選
手
、
総
勢
八
百
余
名
を
超
え
 

る
少
年
剣
士
が
一
堂
に
会
し
壮
観
で
し
 

た
。
定
刻
九
時
先
づ
小
、
中
学
生
個
人
 

の
部
か
ら
試
合
の
幕
が
切
っ
て
落
さ
れ
 

六
年
生
、
中
村
義
隆
君
が
出
場
、
奮
斗
 

い
た
し
ま
し
た
が
、
戦
い
利
あ
ら
ず
残
 

念
接
が
ら
、
 

一
回
戦
で
敗
退
い
た
し
ま
 

し
た
。
 

中
学
生
の
部
で
は
、
‘
一
年
生
の
立
花
 

靖
士
君
が
試
合
に
の
ぞ
み
、
二
年
生
の
 

大
き
な
相
手
と
対
戦
、
体
力
的
外
面
で
 

は
勝
負
に
な
ら
な
い
様
子
で
不
安
で
し
 

りJ 

た
が
、
心
配
が
的
中
し
先
ず
面
一
本
、
 

先
取
ざ
れ
ま
し
だ
。
か
え
っ
て
こ
れ
で
 

立
花
君
の
気
持
が
落
着
い
た
の
か
、
相
 

手
が
又
も
や
面
に
く
る
と
こ
ろ
を
出
鼻
 

を
甲
手
で
返
し
、
 
一
対
一
の
勝
負
と
な
 

り
、
『
も
の
の
見
事
に
抜
胴
で
勝
を
制
し
 

一
回
戦
を
も
の
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
 

し
た
。
 

？ 

、 

二
回
戦
は
、
ー
三
年
生
を
相
手
に
善
戦
 

い
た
し
ま
し
た
が
、
つ
い
に
及
ば
ず
敗
 

れ
は
し
ま
し
た
が
、
上
級
生
で
あ
れ
、
 

体
力
的
な
ハ
シ
デ
イ
が
あ
っ
て
も
、
稽
 

古
さ
え
す
れ
ば
、
勝
で
る
と
い
う
こ
と
 

を
、
】
こ
の
試
合
で
学
ん
だ
自
信
は
何
も
 

の
に
も
勝
る
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
 

す
。
・
引
き
続
き
、
小
、
中
学
生
団
体
戦
 

が
行
な
わ
れ
、
・
小
学
生
は
第
ニ
パ
ー
下
 

中
学
生
は
第
五
パ
ー
ト
で
試
合
を
い
た
 

し
ま
し
た
が
、
第
一
回
戦
は
南
小
倉
剣
 

道
ク
ラ
ブ
ど
対
戦
、
三
勝
一
敗
一
引
分
 

け
の
成
績
で
先
陣
の
血
祭
と
な
す
。
 

第
二
回
戦
は
白
銀
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
 

こ
れ
又
四
勝
「
敗
で
鎧
袖
一
触
葬
り
去
 

り
ま
し
た
。
時
刻
は
す
で
に
正
午
を
過
 

ぎ
叱
が
、
昼
食
を
取
る
に
は
試
合
て
差
 

し
支
え
る
と
判
断
し
た
の
で
、
昼
食
抜
 

き
の
牛
乳
で
間
に
合
わ
せ
る
。
 

小
学
生
監
督
武
末
一
郎
先
生
と
連
絡
 

を
取
っ
て
見
れ
ば
、
嬉
し
い
か
な
「
こ
 

れ
又
、
一
画
戦
本
勝
ち
抜
い
た
と
の
事
 

牛
乳
で
頑
張
れ
チ
ビ
ッ
子
剣
士
。
 

中
学
生
の
三
回
戦
の
相
手
は
、
福
岡
 

市
玄
武
館
道
●
の
強
豪
で
あ
り
、
相
手
 

に
取
っ
て
・
は
不
足
な
し
、
選
手
の
気
持
 

を
引
き
締
め
る
。
試
合
開
始
、
や
ん
ぬ
 

る
か
な
「
ネ
安
し
て
い
た
事
が
的
中
し
 

先
峰
面
二
本
を
取
ら
れ
、
続
く
次
峰
も
 

面
】
本
で
不
覚
を
取
り
，
さ
す
が
伝
統
 

の
玄
武
館
強
し
、
当
方
敗
色
濃
厚
と
な
 

り
、
選
手
に
動
揺
の
様
子
が
見
受
け
ら
 

れ
た
。
 

以
後
の
試
合
に
与
え
る
影
響
を
考
え
 

中
堅
田
中
君
を
呼
び
、
平
常
稽
古
の
つ
 

も
り
で
「
気
楽
に
勝
負
に
こ
だ
わ
ら
な
 

い
よ
う
注
意
す
る
。
 

（
筆
者
自
身
眼
を
 

つ
ぶ
る
思
い
に
て
気
も
そ
ぞ
ろ
な
り
）
 

田
中
君
は
相
手
の
動
き
を
よ
く
封
じ
、
 

激
斗
の
末
、
中
堅
戦
を
制
す
。
 

（
ョ
ー
シ
、
よ
く
や
つ
て
く
れ
た
。
）
 

、
次
号
に
つ
づ
く
 

出
場
選
手
名
は
 

つ

ぎ

の

と

お

り

 

小
学
生
チ
ー
ム
 

四
段
 
武
末
一
郎
 

監
督
 

六
年
 
佐
藤
幸
久
 

大
将
 

六
年
 
大
森
 
治
 

副
将
 

五
年
 
木
月
章
貴
 

中
堅
 

五
年
 
有
吉
 
淳
 

四
将
 

五
年
 
近
藤
真
紀
 

先
峰
 

六
年
 
中
村
義
隆
 

個
人
戦
 

五
年
 
花
元
忠
夫
 

補
欠
 

四
年
 
太
田
公
博
 

補
欠
 

中
学
生
チ
ー
ム
 

六
段
教
士
・
上
村
常
夫
 
監
督
 

年
 
佐
藤
徳
久
 

・ 

大
将
 

年
 
佐
々
木
淳
 

副
将
 

年
 
田
中
浩
』
一
 

中
堅
 

年
 
早
麻
義
隆
 

‘
四
将
 

年
 
中
野
雅
治
‘
 

先
峰
 

「
年
 

立
花
靖
士
 

個
人
戦
 

一
年
 

白
石
 
進
 

補
欠
 

（順 

不
 
同） 

？
プ
 

J
 

「ーー・ーー線路や踏切での事故をな く そうノーー・ー・ー・ーー・ー・ー・ーーーー・ー一一‘ 
ノ
、
 

り ~ 踏 切 で は 

i ☆ 一時停止して、左右の安全を確かめて下さい。 

I ☆ 上り、下りの列車のすれ違うときが危険です。踏切事故の最大原因です。 

~ 線 路‘で は 

i ☆ 線路を歩かない。 遊ばないようにしましよう。 

I ☆ レールに、石や物を置ないようにして下さい。 大事故のもとです。 

！ ☆ 列車に石などを投げないで下さい。 


